
月号（  ）

◇
日
時
　

月

日
、

日
、

日
、

月
６
日
、

日
の
土
曜
日

 
 

午
後
３
時
〜
４
時

◇
対
象
　

幼
児
〜
小
学
生

◇
講
師
　

原
美
穂
子
氏
（
健
康
運
動

指
導
士
）

◇
参
加
費
　

５
０
０
円
（
初
回
当
日

徴
収
）

◇
場
所
　

藤
岡
総
合
体
育
館
（
藤
岡

町
藤
岡
）

◇
持
ち
物
　

運
動
し
や
す
い
服
装
、

上
履
き

◇
申
込
・
問
合
先
　

月

日
㈭
ま

で
に
電
話
で
藤
岡
教
育
支
所
生
涯

学
習
課
（
☎
（ ）
４
３
２
１
）
へ

　

「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ

ま
で
も
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
ス
ポ
ー

ツ
の
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　

月
９
日
、

日
、

日

の
土
曜
日

 
 

午
後
７
時

分
〜
９
時

分

◇
内
容
　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ほ
か

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
種
目
あ
り

◇
参
加
費
　

５
０
０
円
（
初
回
当
日

徴
収
）

◇
場
所
　

藤
岡
総
合
体
育
館
（
藤
岡

町
藤
岡
）

◇
持
ち
物
　

運
動
し
や
す
い
服
装
、

上
履
き

◇
申
込
・
問
合
先
　

月
７
日
㈭
ま

で
に
電
話
で
藤
岡
教
育
支
所
生
涯

学
習
課
（
☎
（ ）
４
３
２
１
）
へ

《
市
営
住
宅
》

○
城
内
市
営
住
宅 

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅 
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅 
２
Ｄ
Ｋ
１
戸

※
川
原
田
市
営
住
宅
は
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
単
身
者
可
。

《
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

 

（
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
）》

◇
資
格
　

所
得
月
額
４
８
７
，
０
０

０
円
ま
で
の
方
に
お
申
し
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

・
３
Ｄ
Ｋ
（

・

㎡
） 

３
戸

　

家
賃
　

６
５
，０
０
０
円
／
月

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（

・

㎡
） 

１
戸

　

家
賃
　

６
９
，０
０
０
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

・
３
Ｄ
Ｋ
（

・

㎡
） 

６
戸

　

家
賃
　

６
６
，０
０
０
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金（
月
２
，

７
０
０
円
／
台
）
が
か
か
り
ま
す

☆
共
通
事
項

◇
入
居
申
込
受
付
期
間

月
５
日
㈫
〜
８
日
㈮

◇
時
間

　

午
前
８
時

分
〜
午
後
５
時

◇
抽
選
日
　

月

日
㈪

◇
入
居
日
　

月
１
日
㈪

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

本
　

施
設
管
理
課 

☎
（ ）
２
６
２
２

　

市
内
の
各
観
光
地
や
各
種
行
事
な

ど
の
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
題
材

○
テ
ー
マ
部
門

　

「
と
ち
ぎ
の
魅
力
再
発
見
！
」

○
フ
リ
ー
テ
ー
マ
部
門

　

「
栃
木
市
」
で
撮
影
し
た
も
の

◇
規
定

○
市
内
を
撮
影
し
た
も
の

○
作
品
は
未
発
表
の
も
の

○
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
、
サ
イ
ズ
は

４
切
判
又
は
４
切
ワ
イ
ド
判
の
み

○
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作

品
は
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
（
た
だ

し
、
銀
塩
処
理
し
た
も
の
。
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
不
可
）

◇
主
催
　

栃
木
市
、
㈳
栃
木
市
観
光

協
会
・
大
平
町
観
光
協
会
・
藤
岡

観
光
協
会
・
つ
が
ま
ち
観
光
協
会

◇
協
賛
　

県
カ
メ
ラ
商
組
合
栃
木
支
部

◇
発
表
　

平
成

年
２
月
上
旬
に
応

募
者
全
員
へ
通
知
し
ま
す

◇
表
彰
等

○
最
優
秀
賞
（
１
点
）
３
万
円
＋
副

賞
○
優
秀
賞
（
３
点
）
１
万
円
＋
副
賞

○
入
選
（
５
点
）
図
書
券
５
千
円
分

＋
副
賞

○
佳
作
（

点
）
図
書
券
３
千
円
分

○
観
光
協
会
賞
（
４
点
）
図
書
券

５
千
円
分
（
栃
木
、
大
平
、
藤
岡
、

都
賀
地
区
の
観
光
協
会
賞
）

※
県
カ
メ
ラ
商
組
合
栃
木
支
部
か
ら

副
賞
贈
呈

◇
そ
の
他

○
応
募
作
品
の
返
却
は
選
外
の
み

（
返
却
希
望
者
は
返
信
用
切
手
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

○
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
申
込
先
　

月

日
㈮
ま
で
に
左

記
へ

○
本
　

商
工
観
光
課
（
入
舟
町
）

○
大 

産
業
振
興
課
（
大
平
町
富
田
）

○
藤 

 

産
業
振
興
課
（
藤
岡
町
藤
岡
）

○
都 

産
業
振
興
課
（
都
賀
町
家
中
）

○
県
カ
メ
ラ
商
組
合
栃
木
支
部
各
店

（
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
店
、
カ
メ
ラ
の

春
光
堂
、
カ
メ
ラ
の
タ
カ
ダ
、
都

賀
写
真
、 

モ
ロ
写
真
商
会
）

◇
問
合
先

本
　

商
工
観
光
課 

☎
（ ）
２
５
４
３

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◇
期
間
　

月
〜

月
の
水
曜
日

 
 

（
全
８
回
）

◇
時
間
　

午
前

時
〜

時

分

◇
対
象
　

初
心
者
、
興
味
の
あ
る
方

◇
定
員
　

人

◇
集
合
　

総
合
運
動
公
園
緑
の
家

 
 

（
川
原
田
町
）

◇
参
加
料
　

無
料

◇
そ
の
他
　

無
料
レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル

有
。
荒
天
時
中
止

◎
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

◇
期
間
　

月
〜

月
の
金
曜
日

 
 

午
後
７
時

分
〜
８
時

分

◇
場
所
　

総
合
運
動
公
園
体
育
館

 
 

（
川
原
田
町
）

◇
対
象
　

未
経
験
者
歓
迎
、
初
心
者
、

高
校
生
以
上
、
男
女
問
わ
ず

◇
参
加
料
　

１
，０
５
０
円
／
月
４
回

◇
そ
の
他
　

毎
月
更
新

☆
共
通
事
項

◇
申
込
み 

９
月

日
（
月･

祝
）
〜

◇
問
合
先　

　

総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所

 

☎
（ ）
２
５
２
３

　

み
か
も
山
で
木
漏
れ
日
の
や
さ
し
い

日
差
し
を
感
じ
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　

月

日
㈰

　

 

午
前
９
時
〜
正
午
ご
ろ
予
定

◇
集
合
場
所
　

三み

毳か
も

山や
ま

南
入
口
ゾ
ー

ン
売
店
前
（
藤
岡
町
大
田
和
）

◇
コ
ー
ス
　

約
２
時
間
半
の
コ
ー
ス

　

三
毳
山
南
口
↓
西
口
↓
東
口
↓
南
口

◇
申
込
方
法
　

月

日
㈭
ま
で
に

電
話
で
藤
岡
教
育
支
所
生
涯
学
習

課
（
☎
（ ）
４
３
２
１
）
へ

　

子
ど
も
の
体
力
向
上
と
親
子
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

入
居
者
募
集
情
報

第
１
回
と
ち
ぎ
の
四
季

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集

総
合
運
動
公
園

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

み
か
も
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
教
室

参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ
ば

（
後
期
）
募
集

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン

月号（  ）

☆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座

◇
期
日
　

月
３
日
㈰

◇
講
師
　

山
本
晴
美
氏

☆
ヨ
ガ
講
座

◇
期
日
　

月

日
㈰

★
共
通
事
項

◇
時
間
　

午
前

時

分
〜
正
午

◇
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
高
校
生
以
上
）

◇
定
員
　

各

人
（
先
着
順
）

◇
費
用
　

３
０
０
円

◇
受
付
　

９
月

日
㈰
〜

◇
持
ち
物
　

運
動
の
で
き
る
服
装

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

☆
ふ
れ
あ
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

◇
日
時
　

月

日
㈰

　

 

午
前

時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　

つ
が
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
内
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
　
　
　

◇
対
象
　

勤
労
者
で
独
身
男
女

 

男
性

〜

歳
　

女
性

〜

歳

◇
参
加
費
　

男
性
　

５
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
　

１
、０
０
０
円

◇
定
員
　

男
女
各

人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

◇
持
ち
物
　

公
的
身
分
証
明
書
・
筆

記
用
具

◇
締
切
日
　

月

日
㈬

◇
場
所
・
申
込
・
問
合
先
　

電
話
又

は
メ
ー
ル
で
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
☎
（ ）
７
１
４
０
）
へ

◇
日
時
　

月

日
㈰

 

午
前
８
時
受
付

◇
場
所
　

大
平
運
動
公
園
内

　

多
目
的
運
動
広
場（
大
平
町
蔵
井
）

◇
対
象
　

小
学
生
以
上

◇
内
容　

○
２
㎞
（
親
子
）

○
３
㎞
（
小
学
生
男
・
女
、
中
学
生

女
子
、

歳
以
上
一
般
男
子
）

○
５
㎞
（
中
学
生
男
子
、
一
般
男
・
女
）

○

㎞
（
一
般
男
子
）

◇
参
加
料

○
小
・
中
学
生 

無
料

○
高
校
生 

５
０
０
円

○
一
般 

１
，０
０
０
円

○
親
子 

１
，０
０
０
円

◇
申
込
み
　

月

日
㈮
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
、
本
庁
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
総
合
体
育
館
内
）
又
は

各
教
育
支
所
生
涯
学
習
課
へ

◇
問
合
先
　

大
平
教
育
支
所
生
涯
学

習
課
　

☎
（ ）
９
２
２
５

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

◇
日
時
　

月

日
〜

月
３
日
の

毎
週
金
曜
日 

午
後
７
〜
９
時

◇
対
象
　

市
内
在
住
か
在
勤
の
お
お

む
ね

歳
ま
で
の
方

◇
定
員
　

人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料
　

無
料（
教
材
費
自
己
負
担
）

◇
申
込
・
問
合
先

月
４
日
㈪
〜
栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
☎
（ ）
３
１
１
３
）
へ

◇
開
館
時
間

月
〜
金
曜
日
／
午
後
１
時
〜
９
時

土
曜
日
／
午
後
５
時
〜
９
時

《
若
者
の
社
会
生
活
活
動･

就
労
の

悩
み
相
談
》

　

毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
〜
専
属
の

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
本
人
か
ら
は
も
ち

ろ
ん
、
親
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。で
き
る
だ
け
、
予
約
を
し
て
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
っ
て

み
よ
う
。

◇
期
間
　

月
５
日
〜

月
３
日
の

金
曜
日 

午
前

時
〜
正
午

◇
対
象
　

歳
以
上
の
方
　

◇
内
容
　

年
賀
状
作
成
（
パ
ソ
コ
ン

初
め
て
の
方
に
は
難
し
い
で
す
）

◇
定
員
　

人
（
先
着
順
）

　

 

最
低
遂
行
人
数
６
人

◇
費
用

○
福
寿
園
利
用
料

○
テ
キ
ス
ト
代
等
２
，０
５
０
円

◇
申
込
・
問
合
先
　

月
４
日
㈪
午

前
９
時

分
〜
直
接
又
は
電
話
で

福
寿
園
（
☎
（ ）
３
６
６
６
）
へ

※
木
曜
日
、
祝
日
は
休
館

新
生
栃
木
市
誕
生
記
念

大
平
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
座
等
募
集

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ
（
栃
木
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）
受
講
生
募
集

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
者
募
集

問合先

我
が
国
の
高
齢
化
率
は
、
平
均
寿
命
が
伸
び
て

い
る
こ
と
や
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
年
々
増
加
し
、

平
成

年
に
は
４
人
に
１
人
が

歳
以
上
と
い
う

高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成
７
年

月
に
高
齢
社
会

対
策
の
基
本
的
枠
組
み
を
定
め
た
「
高
齢
社
会
対

策
基
本
法
」、
平
成

年
４
月
に
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
る
制
度
を
定
め
た
「
介
護
保
険
法
」
が

施
行
さ
れ
、
長
寿
社
会
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
年
齢
や

身
体
的
な
衰
え
か
ら
就
業
や
社
会
活
動
が
制
限
さ

れ
た
り
、
虐
待
の
問
題
も
発
生
し
た
り
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の
社
会

保
障
制
度
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
社
会
で
、
高
齢
者
と
の
日

常
的
な
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

高
齢
者
と
な
っ
て
も
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生

か
し
た
仕
事
や
地
域
活
動
な
ど
社
会
参
加
で
き
る

も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
前
向
き
な
交
流
を
お

互
い
に
持
ち
、
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
心
の
通
い
合
う
豊
か
で
活
力
の
あ
る
社
会

を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
人
権

イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン




